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「当社は、Autodesk Simulation 
Moldflow による解析サポート

を提供して、パーツ設計の検

証、金型設計のアドバイス、

パーツ製造に関する問題解決

を行っています。当社が直面す

る課題は常に異なりますが、

Moldflow を使用することでそ

れらに対処できます」 
 
—Rheomold 社 
ディレクター 
Krishnamoorthy 氏 2011 年に設立された Rheomold 社は、射出成形

プラスチック部品の解析サービスを提供していま

す。インドの自動車製造業の中心地であるプネーに

拠点を置き、Autodesk Moldflow を使って、顧客の

製品、金型設計、成形プロセスの検証を行っていま

す。内装、外装、パワー トレインのプラスチック部品

など、自動車向けに特化したソリューションを提供し

ています。 
 
Rheomold 社の創業者である Krishnamoothy 氏に

は、金型設計およびシミュレーションにおける 12 年
以上の経験があり、その幅広い経験を活用して、顧

客の要求に応えています。「当社は、Autodesk 
Simulation Moldflow による解析サポートを提供し

て、パーツ設計の検証、金型設計のアドバイス、

パーツ製造に関する問題解決を行っています。当

社が直面する課題は常に異なりますが、Moldflow 
を使用することでそれらに対処できます」と

Krishnamoorthy は語ります。 

正確かつ最適化された設計 
 
Autodesk Simulation Moldflow の 
ランナーバランス モジュールを使用して、 
多数個取り金型の問題を特定し、解決 
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課題 
ある大手自動車サプライヤが、従来の手法と自社

の経験を使用しても解決できなかった多数個取り金

型の問題の解決を Rheomold に依頼しました。 
 
その顧客は、32 個取り金型を使用した自動車用プ

ラスチック ボタンの開発で、困難な状況に直面して

いました。材料(PA66)が機械のノズルを通過する

際、最初の 16 個のキャビティがその他の 16 個よ

りも早く充填されていたのです。キャビディ間で最大

5% の不均衡があり、それによってアンバランスな

流動となり、パーツの過充填によりバリが発生して

いました。 
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このような状況では、製造されたパーツの 50%、

つまり 32 個のうち 16 個がバリのために不良品と

なってしまいます。 
 
顧客は、プロセスを変更する必要のない、人為的

にバランスが調整されたランナー システムを求め

ていました。Rheomold 社の設計者はミクロ レベル

でプロセスのキャプチャを行い、フィード ラインの詳

細をすべて解析しました。Autodesk Simulation
Moldflow の「ランナーバランス モジュール」を使用

して、多数個取り金型内の 2 番目のペアすべての

サブ  ランナーのサイズを変更しました。そして

Autodesk Simulation Moldflow のシミュレーション

結果を比較、検証した後、サブ ランナーのサイズを

3.33mm から 15% 大きい 4.17mm に変更して

パーツの過充填の問題を解決するよう顧客に提言

しました。 
 

成果 
「Autodesk Simulation Moldflow を使用すると、プ

ラスチック部品の設計を製造前に検証、最適化す

ることで、試行錯誤を効果的になくすことができま

す。これにより品質が向上するだけでなく、機械の

選択や製造計画に関して顧客にアドバイスするこ

ともできます」と Krishnamoorthy 氏は語ります。 
 
Autodesk Simulation Moldflow を使用してサブ ラ
ンナーのサイズを最適化し、シミュレーション結果

を既存の金型と比較した後は、パーツをチェックし

て製造における再現性を確認し、32 個すべての

キャビティへの流動が均一でバリが発生していな

いことを確かめました。Rheomold 社がバリを 50% 
から 0% へと減らしたおかげで、顧客は年間の製

造コストを 80 万ルピー以上削減できるようになり

ました。 
 

主なメリット 
Autodesk Simulation Moldflow を使用した 12 年
の専門知識を元に、Rheomold 社の創業者はプラ

スチック射出成型金型のシミュレーション サービス

を開始しました。Autodesk Simulation Moldflow の
大きなメリットの 1 つは、機能が使いやすいことで

す。非常に高い精度でプラスチック射出成型プロセ

スを予測することで、プラスチック部品および射出

成形金型を検証し、最適化することができます。 
 
「Autodesk Simulation Moldflow を使用することに

よる最も重要な成果の 1 つは、より正確で最適化

された最終結果をより少ないイテレーションで提供

して、より多くのビジネスを獲得できるようになった

ことです」と Krishnamoorthy 氏は語ります。 

「Autodesk Simulation Moldflow を使用すると、 
プラスチック部品の設計を製造前に検証し、最適化する 
ことで、試行錯誤を効果的になくすことができます。 
これにより品質が向上するだけでなく、機械の選択や 
製造計画に関して顧客にアドバイスすることもできます」 
 
— Rheomold 社 
ディレクター 
Krishnamoorthy 氏 
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